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第１０章 フィルタルールの利用 

第１節 前日安値幅の順張り 

ここで、演習問題３の解答をご説明します。 

（演習問題１と２の解答は後日メルマガで配信したいと思います） 

ルールは次のようになります。 

前日安値幅が f より大きければ、当日日経先物を寄付き成行で買う。 

前日安値幅が g よりも小さければ、当日日経先物を寄付き成行で売る。 

ｆ、gは、前日安値幅基準パラメータで、fをM11、gをM12に用意します。 

相関係数はプラスなので順張りです。ｆは、ｇよりも大きな数値になります。 

ロスカットの方法は 

第 6章の事例と同じです。 

 

それでは、まず、LOGICシートのコピーを作成してください。 

コピーで作成したシートに次のことを行ってください。 

 

前日安値幅は、DATAシートのＰ列にあります。 

 

データの B列のセル B10に、 

＝DATA!P3 

を入力してください。この数式の意味は、 

DATAシートの P列の値（前日安値幅） 

です。 

2001/1/5 の前日安値幅は、DATAシートの 3 行目にあることに注意してくださ
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い。 

 

次に、メインルールの数式として、セル C10に、 

 

＝IF(B10 ＞$M$11, 2, IF(B10 ＜= $M$12, 1, 0)) 

 

を入力してください。前日安値幅は、マイナスの数値にはなりません。したが

って、「売り」の条件の比較の$M$11には、「－」の符号はつけません。 

また、＜＝ は、「以下」を意味します。「未満」にするには、＜ としてくだ

さい。どちらでもあまり違いはありません。 

最終ルールのセル E10に、 

＝C10 

を入力してください。 

 

LC1のセル F10に、ロスカットの数式、 

 

＝DATA!E2 * $M$13 / 10000 

 

を入力してください。 

今回は、ロスカットパラメータは、M13に用意することになります。 

 

そして、パラメータ１のセルM11に、160を、パラメータ２のセルM12に、

160 を入れてください。パラメータ３の M13（ロスカットパラメータ）には、

80を入れましょう。 
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そして、BackTestボタンを押します！ 

 

計算結果は以下のようになります。 

成績プロフィール   

総損益 8260 

有効トレード数 1475 

勝ちトレード数 628 

負けトレード数 792 

勝率 44.225 

最大ドローダウン 2370 

 

累積残高
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1 127 253 379 505 631 757 883 1009 1135 1261 1387

累積残高

 
 

第 6 章のダウ変化率の逆張りシステムと比べて、総損益がだいぶ小さく、最大

ドローダウンも 2370円と大きいので、全然だめなシステムトレードです。 
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しかし、これであきらめてはいけません、もう少し研究してみようではあり

ませんか？ 

 

第２節 フィルタルール 

 あるシステムトレードのルールに、別の条件を追加して、メインルールとそ

の追加の条件が同時に成立するときにだけ、出動（注文）し、追加の条件が成

立しないときは出動しないというように、追加条件で出動の制御をするやりか

たがよりよい成績を生み出すことがあります。 

 このようにメインルールに追加して、出動を制御する追加条件のこ

とをフィルタルールと呼びます。フィルタとは、コーヒーを造るときに使

うあのペーパーフィルタと意味は同じです。つまり、メインルールから発生す

るトレードから、効果のないトレードをすてる役目をするフィルタという意味

なのです。コーヒーの場合は、コーヒー豆のカスが「効果」がありません。 

 さて、いままでで、比較的いいシステムトレードは、NY逆張りシステムでし

た。しかし、それでは十分いいドローダウンは実現できません。そこで、 

メインルールは、「NY逆張り」を使い、フィルタルールとして、「安値幅順張り」

を使うシステムトレードを作ってみましょう。 

 

 さて、第 6 章で作成した NY 逆張りシステムのシートを選択して、そのシー

トのコピーを作成してください。 

 そして、できたシートのフィルタルールのセル D10に、次の数式を 

入力します。 
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＝IF(DATA!P3 ＞ $M$13, 2, IF(DATA!P3 ＜= $M$14, 1, 0 )) 

 

DATA!P3が、前日の安値幅です。 

ここで、$M$13（セル M13）は、前日安値幅基準のパラメータ f を、同じく、

$M$14（セルM14）は、前日安値幅基準のパラメータ gを 

入れるセルです。 

 

そして、最終ルールのセル E10 に、メインルールとフィルタルールが同じとき

だけ、出動するという意味の数式を入れます。次の数式を入れてください。 

 

＝IF(C10=D10, C10, 0) 

 

この数式は、C10と D10の値が等しいときは、その数値 C10になり、そうでな

いときは、０（見送りを意味します）になります。 

 

LC1には、いままでと同じ数式、 

 

=DATA!E2*$M$12/10000 

 

を入れてください。 

 

そして、パラメータ 3のセルM13には、160を、パラメータ 4のセルM14に

も 160を入れておきます。 

M11には、0.2 （前と同じ) 
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M12には、100（前と同じ） 

を入れましょう。 

 

そして、BackTestボタンを押してください。 

結果は、次のとおりです。 

 

成績プロフィール   

総損益 15370 

有効トレード数 620 

勝ちトレード数 331 

負けトレード数 266 

勝率 55.444 

最大ドローダウン 930 

 

累積残高
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となります。いかがでしょうか！？ 損益曲線を、第 7 章・第 3 節のフィルタ
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なしの損益曲線グラフと比べてみてください。同じメモリスケールのフィルタ

なしのグラフを下に掲載しました。上の曲線のほうがなめらかになっています。 

累積残高
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総損益は、15370円（第 7章・第 3節は、16160円）と少し減りましたが、 

勝率は、55.444と大幅アップです。両方を並べて下記に掲載します。 

最大ドローダウンは、1460→930 と大幅に減り、理想の最大ドローダウンとな

りました！ 

 

フィルタなし フィルタあり 

成績プロフィール   成績プロフィール   

総損益 16160 総損益 15370 

有効トレード数 1126 有効トレード数 620 

勝ちトレード数 563 勝ちトレード数 331 

負けトレード数 521 負けトレード数 266 

勝率 51.937 勝率 55.444 

最大ドローダウン 1460 最大ドローダウン 930 
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ただし、検証期間は、2001～2006年です。 

 

さて、この NY 逆張り＋前日安値幅順張り、のシステムの最近の検証結果を知

りたいところです。 そして、Profit Factorなどそのほかの成績データはどう

なのか？これは、シストレ・ビルダー プロフェッショナル を購入していただ

ければわかります。 

 

ここでは、上と同じパラメータでの検証結果をご紹介します。 

シストレ・ビルダー プロフェッショナル を使って計算した、2001年 1月 5日

～2009年 3月 5日までの「NY逆張り＋前日安値幅順張り」システムの成績は

以下のようになります。 

成績プロフィール   

総損益 19880 

有効トレード数 868 

勝ちトレード数 452 

負けトレード数 384 

平均損益 22.903 

PF 1.626 

勝率 54.067 

平均利益 114.292 

平均損失 82.760 

ペイオフレシオ 1.381 

最大勝ち連続数 9 

最大負け連続数 10 

最大ドローダウン 1180 

最大ドローダウン発生

日 
2008/11/10 

平均ドローダウン 391.000 

最大ドローダウン期間 47 

平均ドローダウン期間 11.450 
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累積残高

-5000

0

5000

10000

15000

20000

25000

1 172 343 514 685 856 1027 1198 1369 1540 1711 1882

累積残高

 
総損益 19880円、年平均：2434円、勝率：54.067％、PF: 1.626、とまずまず

ですが、最大ドローダウンが、1180 円と、基準の 1000 円を超えてしまい、ち

ょっと残念です。しかし、平均ドローダウンは、400円以下になっているのでそ

の点は合格です。 

パラメータを変更して、いろいろバックテストをやってみたいところですね。 

 

さて、シストレ・ビルダー プロフェッショナルを使えばどんなシステムトレ

ードを創ることができるのでしょうか？ 

 PF が大きなシステム、最大ドローダウンが極端に小さいシステムなどを創

ることができます。以下にご紹介いたします。 



Copyright 2009 エムエムティ数理研究所 

13 

 

第１１章 システムトレード  MMT-TRADE-Profit 

200とは？ 
MMT-TRADE-2.00とは、シストレ・ビルダー プロフェッショナルを使って比

較的容易に開発できる日経先物寄り引けシステムトレードです。その特長は、 

 

です。総利益が、総損失の 2倍もあります。以下に成績データを載せます。 

成績プロフィール   

総損益 14660 

有効トレード数 439 

勝ちトレード数 236 

負けトレード数 191 

平均損益 33.394 

PF 1.995 

勝率 55.269 

平均利益 124.534 

平均損失 77.120 

ペイオフレシオ 1.615 

最大勝ち連続数 11 

最大負け連続数 8 

最大ドローダウン 820 

最大ドローダウン発生

日 
2008/11/10 

平均ドローダウン 333.500 

最大ドローダウン期間 22 

平均ドローダウン期間 6.350 
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累積残高
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検証期間は、2001年 1月 5日～2009年 3月 5日です。 

 

勝率が、55.269%、最大ドローダウン 820円、平均ドローダウン 334

円と優秀です。年平均損益は、約 1800 円と決して多くはありませんが、利

益が損失の 2 倍近くもあるのですから、たいへんいいシステムトレードと

言えるのです。 

損益曲線グラフは、直線に近いといっていいでしょう。 

このシステムを、MMT-TRADE Profit 200 と名づけます。 

名称の 200は、ＰＦの数値から取って命名しました。 
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第１２章 MMT-TRADE 570とは？ 
 次にもうひとつのシステムトレードをご紹介しましょう。MMT-TRADE-570

です。これも、Trade Builder Professionalを使って比較的容易に開発できる日

経先物寄り引けシステムトレードです。その特長は、 

 
です。成績は以下のとおりです。 

 

成績プロフィール   

総損益 16490 

有効トレード数 554 

勝ちトレード数 291 

負けトレード数 251 

平均損益 29.765 

PF 1.853 

勝率 53.690 

平均利益 123.127 

平均損失 77.052 

ペイオフレシオ 1.598 

最大勝ち連続数 10 

最大負け連続数 7 

最大ドローダウン 570 

最大ドローダウン発生

日 
2007/3/5 

平均ドローダウン 341.111 

最大ドローダウン期間 24 

平均ドローダウン期間 8.222 
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検証期間は、2001年 1月 5日～2009年 3月 5日です。 

年平均損益は、2019円と大きくはありません。しかし、PF：1.853、勝率：

53.690%と優秀です。損益曲線は、ほとんど直線！ 

そして、なんといっても最大ドローダウンは、570円！ 

平均ドローダウンは、341円と理想値！ 

 

このシステムを、MMT-TRADE-570 と名づけまず。名称の 570が、最

大ドローダウンを意味するのはお分かりですね。 

最大ドローダウンの 2倍の 1140円（ラージ 2枚で 114万円）を許容するなら、

ラージ 2 枚の運用ができるので、年平均の損益は 402 万円になります。最大ド

ローダウンが半分であれば、同じリスクで 2 倍の投資ができ、利益も 2 倍にな

ります。 
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第１３章 プロフェッショナル版が創った最強のシ

ステムトレード 
では、シストレ・ビルダー プロフェッショナルを使えば、こんなにすごいシ

ステムもできるという最強のシステムをご紹介します。 

 これから紹介する私が創ったシステムは、何時間で創れたかは記憶にないの

ですが、1日かからなかったのは事実です。 

最大ドローダウンが 560、PFが 2.016でありながら、総損益は、21,330と十分

です。 

以下のような性能のシステムトレードです。 

成績プロフィール   

総損益 21330 

有効トレード数 649 

勝ちトレード数 354 

負けトレード数 275 

平均損益 32.866 

PF 2.016 

勝率 56.280 

平均利益 119.548 

平均損失 76.327 

ペイオフレシオ 1.566 

最大勝ち連続数 14 

最大負け連続数 7 

最大ドローダウン 560 

最大ドローダウン発生

日 
2002/2/25 

平均ドローダウン 313.529 

最大ドローダウン期間 24 

平均ドローダウン期間 7.059 
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検証期間：2001/1/5～2009/4/30 

 

損益曲線の美しさをみてください。 

これなら、ラージ 2枚の運用で最大ドローダウンは 112万円に抑え、年平均

損益は 512万円にもなります。 

このようなシステムトレードを 1日もかからない短時間で創れるのは、プロ

フェショナル版の抜群の操作性、高速性、高機能性のおかげです。 

 

みなさんも、がんばれば、これに匹敵する、あるいはこれ以上の成績のシス

テムトレードを創れるかもしれませんよ！ 

 

（注）別売のシステムトレード SuperSafe 520はこれをさらに改良したもので

す。 
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第１４章 シストレ・ビルダー プロフェッショナル

の特長 
さて、シストレ・ビルダー プロフェッショナル の特長をご説明いたします。 

1. スタンダード版では検証期間に制限がありましたが、検証期間の制限があり

ません。また、検証期間は任意に指定できます。 

2. データシートが、Aと Bの２つになります。 

＜データシート A＞ 

 

データシート Aには、日経先物 4本値と出来高、前日ダウ 4本値、当日日経変

化、当日日経変化率、前日安値幅、前日高値幅、前日日経変化幅、当日日経変

化率２、前日ﾀﾞｳ安値幅、前日ﾀﾞｳ高値幅、前日ﾀﾞｳ変化率が含まれます。 

日経先物 4本値と出来高、前日ダウ 4本値さえ貼り付ければ、残りの指標は、「指

標の計算」ボタンを押して自動計算できます。 
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＜データシート B＞ 

 
データシート Bには、日経先物 4本値と出来高、及びそれから計算される次の

テクニカル指標が含まれます。 

移 動平均と移動平均乖離率 3種類、RSI、ストキャスティクス（％K,％D、％

SD）、MACD、重み付ボリュームレシオ、単純ボリュームレシオ、RCI、DMI、

ADX、SAR、モメンタム、ROC、究極のオシレータなど、総数 37 個のテクニ

カル指標。 

これらのテクニカル指標の平均日数パラメータは変更できます。「指標の計

算」ボタンを押すことにより、簡単に再計算できます。 
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3. ロジックシートが拡張されます。 

 
 

メインルールのほか、フィルタルールが４個指定できます。成績プロフィール

は以下のものが計算されます。 

成績プロフィール 

総損益 

有効トレード数 

勝ちトレード数 

負けトレード数 

平均損益 

PF 

勝率 

平均利益 

平均損失 

ペイオフレシオ 

最大勝ち連続数 
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最大負け連続数 

最大ドローダウン 

最大ドローダウン発生

日 

平均ドローダウン 

最大ドローダウン期間 

平均ドローダウン期間 

 

4. 検証速度は高速です。9年間の検証が約 12秒間でできます。（Windows XP, 

3GB, Intel Core 2 1.86GHz） 

 

5. 相関係数や基本統計量を計算するボタンがあります。 

 

6. サイン表示のボタンがあります。 

 

7. 動作環境 

(ア) OS 
Windows XP(メモリ:512MB以上),  Windows VISTA（メモリ：1GB
以上、推奨２GB以上） 

(イ) ハードディスク 
空き： 100MB以上 

(ウ) EXCEL 2002/2003/2007のどれかをご用意ください。 
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＜四大特典！＞ 
  シストレ・ビルダー プロフェッショナルの購入者には、下記の４つの特典

を付与させていただきます。 

1. Profit Factor 2.00 の超優秀なシステムトレードソフト MMT－

TRADE Profit 200が無料でついてきます。 

2. 無料でサポートフォーラムに参加できます。購入後 12ヶ月間の利

用期限となります。 

3. ダウ 4 本値自動取得ソフト DJI Getter が無料でもらえます。

MMT-TRADE-2.00, MMT-TRADE-570の運用には前日ダウ 4本値が必

要です。ダウ 4 本値の Yahoo サイトから自動でデータを取得し、

MMT-TRADEのデータベースに格納します。 

4. それから、別売のシステムトレード SuperSafe 520 を 15,000 円の

割引で購入できます。ただし、割引権利はシストレ・ビルダー プロ

フェッショナル購入後 1ヶ月以内有効です。 

 

シストレ・ビルダー プロフェッショナルを購入する方は、こちらへお願いしま

す。=>>  http://mmt-mlab.com/cp-bin/request_buy_systre/ 
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終わりに 
 みなさん、これで、無料解説書「統計解析でシステムトレードを創ろう！」

の説明はすべて終わりました。どうもお疲れ様でした。 

 シストレ・ビルダー スタンダードは、これ自身で十分役立つシステムトレー

ド作成ツールだと自負しております。無料ですので、十分満喫していただけれ

ば幸いです。データシートに自分で計算したテクニカル指標を貼り付ければ、

RSIやストキャスティクスなどいろいろな指標も活用できます。 

 第 13章でご紹介した最強のシステムトレードを、プロフェッショナル版を使

ってオシレータ系テクニカル指標を活用して開発できました。それも、私はた

った 1日で創りました。これは、シストレ・ビルダーの抜群の操作性と高速性、

高機能性によるものです。約 10年間の検証がたった 12秒でできてしまうので、

パラメータの最適化はたいへんすばやくできます。 

 シストレ・ビルダー プロフェッショナルがこのように優れたシステムトレー

ドができることに気づいたとき、私は、ふとこのシステムトレード作成ツール

の販売はやめようと思いました。おそらく、システムトレードの業界に何か変

化がおきるのではないかとも考えました。 

 それで、けっこう悩んだのです。ここまできて、やめるのかな？どうしよう

かと。。 

 しかし、それでどんな変化が起きてもそれは、また自分にとってもいいこと

なのではないかと、今は考えています。 

 とりあえず、私の望みは、自分が創ったシステムトレードを運用して利益を

あげるということのすばらしさを皆様に実感していただくことです。また、そ

ういうことで、みなさんに貢献できることはすばらしいことではないかと考え

ています。 
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 そして、当研究所が皆様のお役にたてられるように、このシストレ・ビルダ

ー プロフェッショナルのようにいい商品をたくさん世に出すのを使命とでき

れば、大きな喜びです。 

 ぜひ、みなさんもこのシストレ・ビルダーを使い、汗を流してお金を儲けて

ください。 

 成功を祈っております。 

敬具 

 

2009年 6月 

エムエムティ数理研究所 

久貝 正己 

 


